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地
元
に
残
さ
れ
た
一
枚
の
通
知
書

　

近
年
、
神
奈
川
県
で
は
横
浜
を
中
心
に
ラ
ラ
物
資
あ
る
い
は
こ
れ

に
関
す
る
こ
と
を
見
聞
き
す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。
ラ
ラ
記
念
碑

が
横
浜
新
港
ふ
頭
内
に
設
け
ら
れ
た
の
は
二
〇
〇
一
年
四
月
の
こ

と
、
二
〇
一
四
年
に
は
、
八
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横

浜
海
外
移
住
資
料
館
で
「
終
戦
69
年
特
別
展
示
」
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
二
〇
一
五
年
に
は
『
広
報
よ
こ
は
ま
／
な
か
区
版
』
八
月
号

に
、「
戦
後
の
日
本
国
民
を
救
っ
た
ラ
ラ
物
資
」
と
題
す
る
コ
ラ
ム

が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
こ
ろ
か
ら
は
ラ
ラ
物

資
の
保
管
に
使
わ
れ
た
旧
三
井
物
産
横
浜
支
店
倉
庫
の
解
体
も
話
題

に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ラ
の
説
明
は
ご
く
簡
単
に
止
め

よ
う
。
ラ
ラ
は Licensed A

gencies for Relief in A
sia 

の
略
称

で
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
四
月
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
困
窮

に
陥
っ
た
ア
ジ
ア
、
特
に
日
本
・
朝
鮮
お
よ
び
沖
縄
の
人
々
の
救
済

事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
全
米
の
各
種
宗
教
団
体
を
中
心
と
す

る
海
外
事
業
運
営
篤
志
団
ア
メ
リ
カ
協
議
会
を
親
団
体
と
し
て
結
成

さ
れ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
管
轄
下
、
日
本
政
府
の
合

意
と
協
力
を
取
り
つ
け
て
救
援
活
動
を
実
施
し
た
。
こ
の
ラ
ラ
を
通

じ
、
一
九
四
六
年
一
一
月
か
ら
一
九
五
二
年
六
月
ま
で
、
日
本

（
四
六
都
道
府
県
、
沖
縄
県
は
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
）
の
人
々
に
寄

贈
さ
れ
た
食
糧
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
が
ラ
ラ
物
資
と
呼
ば
れ
て
き

た
⑴
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
の
ラ
ラ
物
資
と
神
奈
川
県
の
話
は
、
次
に
掲
げ
た

一
枚
の
通
知
書
か
ら
始
め
た
い
⑵
。
当
時
の
人
々
は
ラ
ラ
救
援
物
資
、

〈
論　

文
〉ラ

ラ
物
資
と
神
奈
川
県�

奥
　
須
磨
子
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短
く
は
ラ
ラ
な
ど
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
振
り
返
ろ
う
と
す

る
と
き
、
神
奈
川
県
内
で
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
の
一
枚
、
史
料
現
物

は
手
書
き
謄
写
版
印
刷
、
こ
れ
が
地
元
の
史
料
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
い

ろ
い
ろ
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
一
厚
第
七
七
〇
号

　

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 
神
奈
川
県
民
生
部
長　
　
　

神
奈
川
県

　
　

乳
児
保
護
協
会　
　

殿

　
　
　
　

ラ　

ラ

Ｌ
ａ
Ｒ
ａ
救
援
物
資
配
給
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
十
三
の
社
会
事
業
団
体
よ
り
の
寄
贈
に
係
る

ラ
ラ
救
援
物
資
を
ラ
ラ
中
央
委
員
会
の
指
示
に
よ
り
別
表
の
通
り

貴
施
設
の
収
容
者
に
お
配
り
致
す
こ
と
ゝ
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
右
各
団
体
の
人
々
の
暖
き
御
気
持
の
贈
物
で
内
に
は
、
在

米
同
胞
が
故
国
の
皆
様
へ
と
贈
ら
れ
た
も
の
も
多
量
に
入
っ
て
居

り
ま
す
。

今
回
日
本
へ
送
り
出
す
為
に
ラ
ラ
関
係
者
の
非
常
な
御
苦
心
も
有

り
ま
す
の
で
右
の
御
気
持
に
充
分
添
ひ
得
る
様
左
記
に
依
り
間
違

の
な
い
様
御
取
計
ひ
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、 

別
紙
様
式
（
Ａ
）
に
依
る
受
領
証
（
四
通
）
を
提
出
の
こ
と

（
一
通
は
施
設
で
保
管
）

二
、 

受
領
品
の
使
途
を
明
確
に
す
る
為
、
様
式
（
Ｂ
）
に
依
る
受

払
簿
を
作
製
記
入
し
置
く
こ
と

三
、 

本
物
資
は
三
ヶ
月
分
量
に
つ
き
同
期
日
内
に
消
費
す
る
様
計

画
し
使
用
す
る
こ
と

四
、 

指
定
せ
る
も
の
に
の
み
使
用
し
他
へ
横
流
し
物
交
等
絶
対
に

せ
ざ
る
こ
と

五
、 

本
物
資
に
依
る
効
果
を
記
録
す
る
た
め
使
用
前
及
使
用
後

一
ヶ
月
毎
に
収
容
者
の
身
長
、
体
重
、
発
育
又
は
回
復
状
況

を
簡
単
に
調
査
し
置
く
こ
と

　

◎ 

別 

表
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右
の
記
載
で
肝
心
な
の
は
、
ま
ず
何
を
知
ら
せ
て
い
る
の
か
、
そ

の
趣
旨
で
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
そ
れ
と
同
じ
く
、
日
付
、
通
知

発
信
者
、
そ
の
宛
先
、
一
か
ら
五
に
列
記
さ
れ
た
留
意
事
項
、
ま
た

別
表
の
品
目
や
数
量
な
ど
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な
手
が
か
り
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
、
従
来
の
研
究
や
他
史
料
な
ど
も
参
照
し

て
、
神
奈
川
県
に
お
け
る
ラ
ラ
の
実
際
や
そ
の
特
徴
に
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　

ラ
ラ
物
資
が
初
め
て
届
い
た
日

　

こ
の
通
知
書
は
、県
民
生
部
が
神
奈
川
県
乳
児
保
護
協
会
に
宛
て
、

同
協
会
に
対
す
る
ラ
ラ
物
資
配
給
決
定
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
協
会
は
、
関
東
大
震
災
後
の
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に

黒
川
直
胤
が
創
設
、
以
来
、
横
浜
・
川
崎
両
市
に
七
か
所
の
保
健
診

療
施
設
、
一
か
所
の
牛
乳
調
理
所
、
一
〇
か
所
の
配
給
所
を
経
営
し

て
乳
幼
児
と
母
性
の
保
護
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
直
胤
歿
後
は
妻

の
黒
川
フ
ジ
が
事
業
を
引
き
継
ぐ
。
一
九
四
五
年
五
月
末
の
横
浜
大

空
襲
で
施
設
の
大
部
分
を
失
っ
た
が
、
焼
け
残
っ
た
大
岡
相
談
所
を

拠
点
に
活
動
を
再
開
。「
疎
開
薬
品
を
持
っ
て
壕
生
活
者
の
家
庭
へ

或
は
バ
ラ
ッ
ク
の
人
々
に
或
は
集
団
生
活
の
方
々
に
診
療
又
は
栄
養

食
品
の
給
与
を
な
し
」、
ま
た
、
横
浜
市
内
に
設
け
ら
れ
た
海
外
引

揚
者
入
所
施
設
の
経
営
を
委
託
さ
れ
、
診
療
所
も
新
設
す
る
な
ど
を

行
っ
て
い
た
と
い
う
⑶
。
敗
戦
直
後
の
混
乱
の
な
か
、
当
時
、
県
内

で
活
動
し
て
い
た
代
表
的
な
民
間
社
会
事
業
施
設
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

同
協
会
が
、
敗
戦
後
、
特
別
配
給
通
知
を
受
け
る
の
は
こ
れ
が
初

め
て
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
敗
戦
翌
年
の
八
月
に
は
、「
現
下

品
　
名

数
量（
封 ポ
ン
ド度）

品
　
名

数
量
 Lb

品
 名

数
量
 Lb

M
ilk w

hole
 

全
乳

1,000
Biscuit
 ビ
ス
ケ
ッ
ト

H
ash
 

ヒ
キ
肉

M
PM
 
混
合
粉
食

Butter
　
　
バ
タ
ー

Pork lunch 
m
eat Sausage
 ソ
ー
セ
ー
ジ

Spaghetti
 

ウ
ド
ン

Jam
　
　
ジ
ャ
ム

Canned foods
 

缶
詰

90

N
oodle
玉
子
入
ウ
ド
ン

Candy
　
　
　
菓
子

D
ry eggs
 
乾
燥
玉
子

60

Rice flour
 

米
粉

300
B
eef C

orn 
beef
 コ
ン
ビ
ー
フ

人
員
100名

分
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一
般
の
食
生
活
の
状
況
よ
り
し
て
県
下
社
会
事
業
施
設
等
に
収
容
せ

る
幼
老
病
者
等
は
特
に
逼
迫
せ
る
状
態
に
在
る
こ
と
ゝ
存
ぜ
ら
れ
ま

す
の
で
今
度
貴
施
設
の
収
容
者
に
対
し
て
別
表
の
通
栄
養
食
糧
た
る

菓
子
其
の
他
主
食
等
を
無
償
に
て
配
給
」
と
い
う
こ
と
で
、
元
軍
用

栄
養
食
糧
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
食
・
携
帯
味
噌
や
金
平
糖
・
無
糖
練
乳
な

ど
）
の
特
別
配
給
を
受
配
し
た
。
ま
た
、
同
じ
月
に
米
軍
払
い
下
げ

菓
子
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）
の
給
与
を
受
け
て
い
た
⑷
。
し
か
し
、
こ

と
ラ
ラ
物
資
の
配
給
決
定
と
い
う
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
に
相
異
な

い
。
そ
れ
は
通
知
の
日
付
、「
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
四
日
」
か
ら

分
か
る
。
ラ
ラ
物
資
輸
送
第
一
船
ハ
ワ
ー
ド
・
ス
タ
ン
ズ
ベ
リ
ー
号

が
横
浜
港
に
入
っ
た
の
は
同
年
一
一
月
三
〇
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
通

知
に
言
う
ラ
ラ
物
資
と
は
、
当
然
、
第
一
船
で
届
い
た
物
資
以
外
で

あ
っ
た
は
ず
が
な
い
。
し
か
も
、
入
港
の
午
後
二
時
か
ら
徹
夜
で
積

載
物
資
三
五
〇
ト
ン
が
陸
揚
げ
さ
れ
た
と
い
う
が
⑸
、
陸
揚
げ
後
は
、

ま
ず
在
横
浜
第
八
軍
が
封
印
す
る
。
こ
れ
を
ラ
ラ
代
表
が
厚
生
省
代

表
に
手
渡
し
、
厚
生
省
か
ら
各
都
道
府
県
へ
渡
す
と
定
め
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
手
続
き
に
は
そ
れ
な
り
の
時
日
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
入
港
か
ら
四
日
後
の
日
付
で
、
神
奈
川
県
で
は
、
対
象
施

設
・
団
体
に
配
給
品
目
と
そ
の
数
量
を
明
示
し
た
配
給
決
定
通
知
が

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
事
前
準
備
も
含
め
、
県
は
配
給
準
備
作
業
を

き
わ
め
て
迅
速
に
進
め
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
通
知
書
の
宛
先
「
神
奈
川
県
乳
児
保
護
協
会
」
と
あ
る

こ
の
筆
跡
に
も
注
意
を
向
け
た
い
。
そ
う
は
言
っ
て
も
冒
頭
に
示
し

た
も
の
で
は
分
か
り
よ
う
が
な
い
が
、
筆
者
が
閲
覧
し
た
フ
ィ
ル
ム

か
ら
の
プ
リ
ン
ト
版
で
も
、
そ
の
筆
跡
は
通
知
書
中
の
他
部
分
の
筆

跡
と
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と
は
見
て
取
れ
る
。
宛
先
箇
所
を
空
け
て

作
っ
た
刷
り
物
に
、
後
か
ら
宛
名
を
書
き
加
え
た
こ
と
が
明
白
な
の

で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
同
じ
文
面
を
複
数
の
宛
先
に
送
る
際
、
現

在
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同
日
付
・
同
文

面
の
通
知
が
、
乳
児
保
護
協
会
だ
け
で
な
く
、
数
は
不
詳
で
あ
る
が

県
内
複
数
の
宛
先
に
そ
れ
ぞ
れ
届
け
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。

　

厚
生
省
編
・
刊
『
ラ
ラ
記
念
誌
』（
一
九
五
二
年
、
五
六
～
五
八
頁
）

に
依
る
と
、
ラ
ラ
物
資
の
受
け
入
れ
に
あ
た
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
政
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府
に
宛
て
た
八
月
三
〇
日
付
覚
書
で
、
救
援
物
資
の
配
分
に
さ
き

だ
っ
て
「
総
司
令
部
に
対
し
て
配
分
計
画
を
報
告
し
、
尚
、
今
後
の

配
分
す
べ
き
団
体
名
を
研
究
決
定
し
お
く
」
こ
と
を
命
じ
て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
政
府
は
必
要
性
を
基
準
に
、
ま
ず
「
扶
養
者
な
き

乳
幼
児
及
び
児
童
・
戦
災
者
・
引
揚
者
等
を
収
容
す
る
公
私
の
社
会

事
業
施
設
そ
の
他
」に
配
分
す
る
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

政
府
か
ら
の
指
示
で
県
も
複
数
の
配
分
対
象
施
設
・
団
体
を
事
前
に

研
究
決
定
し
て
お
り
、
物
資
到
着
後
の
配
分
に
際
し
て
は
、
決
定
済

み
の
施
設
・
団
体
リ
ス
ト
中
か
ら
、
初
回
対
象
と
し
て
選
定
し
た
複

数
の
社
会
事
業
施
設
へ
通
知
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

同
一
の
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
諸
施
設
に
配
給
さ
れ
る
初
め
て
の

ラ
ラ
物
資
が
、「
◎
別
表
」
に
記
載
さ
れ
た
「M

ilk w
hole 

全
乳
」

以
下
一
四
品
目
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
と
言
っ
て
も
、
こ
の
一
四
品

目
が
ど
の
施
設
に
も
同
じ
よ
う
に
配
給
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
乳

児
保
護
協
会
に
は
、
一
四
品
目
の
う
ち
数
量
の
書
き
込
ま
れ
て
い
る

全
乳
・
米
粉
・
缶
詰
・
乾
燥
玉
子
の
四
種
一
〇
〇
人
分（「
三
ヶ
月
分

量
」）
を
配
給
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
協
会
よ
り
年
齢
の

高
い
子
供
を

対
象
と
し
て

い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
か
、

同
じ
く
初
回

配
給
を
受
け

た
高
風
子
供

園
で
は
、
ビ

ス
ケ
ッ
ト
、

バ
タ
ー
、
コ

ン
ビ
ー
フ
な

ど
が
含
ま
れ

て
い
た
と
い

う
⑹
。
県
に

お
い
て
は
、
乳
幼
児
を
対
象
と
す
る
社
会
事
業
施
設
か
ら
先
に
ま
ず

食
糧
、
各
施
設
の
事
業
内
容
に
適
合
す
る
品
目
を
そ
れ
ぞ
れ
選
定
し

て
配
給
、
と
い
う
配
分
計
画
で
あ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。

写真１　積荷降ろしを手伝う施設の子供たち
『ララ救援物資写真帖』（神奈川県立図書館所蔵）より
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こ
う
し
て
、
乳
児
保
護
協
会
が
実
際
に
物
資
を
受
け
取
っ
た
の
は

一
二
月
一
四
日
で
あ
っ
た
。「
左
記
物
品
ラ
ラ
の
目
的
に
依
り
生
活

困
窮
者
の
救
済
用
に
供
し
、
不
正
配
分
、
横
流
し
等
は
絶
対
に
為
さ

ざ
る
こ
と
を
条
件
と
し
正
に
受
領
仕
候
」
と
記
し
、
協
会
会
長
と
県

厚
生
課
長
連
名
で
そ
れ
ぞ
れ
押
印
し
た
受
領
証
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
受
領
証
に
「
左
記
」
と
し
て
記
さ
れ
た
受
領
品
目
と
そ

の
数
量
は
、
決
定
通
知
書
「
◎
別
表
」
に
示
さ
れ
て
い
た
と
お
り
で

あ
っ
た
⑺
。
ま
た
、
ラ
ラ
物
資
初
め
て
の
受
領
日
に
つ
い
て
は
、
三

三
年
ほ
ど
後
の
回
顧
で
あ
る
が
、「
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
十
二
月

十
三
日
の
こ
と
で
し
た
。
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
私
が
高
風
子
供
園
に
行

く
途
中
、
三
溪
園
の
商
店
街
を
朝
歩
い
て
い
ま
し
た
ら
、
要
所
要
所

に
警
官
が
立
っ
て
い
る
の
で
す
。『
お
や
何
か
あ
っ
た
の
か
』
と
い

ぶ
か
り
な
が
ら
子
供
園
に
着
き
ま
す
と
、『
先
生
、
き
ょ
う
は
ラ
ラ

物
資
が
配
給
に
な
る
ん
で
す
。』
と
保
母
た
ち
が
か
く
し
き
れ
ぬ
笑

顔
を
た
た
え
て
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
る
の
で
す
」
と
記
さ
れ
た
例
も
あ

る
⑻
。
各
施
設
に
よ
っ
て
多
少
の
早
い
遅
い
は
あ
れ
、
神
奈
川
県
で

受
給
者
に
ラ
ラ
物
資
が
初
め
て
届
い
た
日
、
そ
れ
は
一
九
四
六
年
一

二
月
半
ば
こ
ろ
と
み
て
よ
い
。
多
種
多
量
の
荷
を
解
き
、
配
給
先
ご

と
に
異
な
る
品
目
と
数
量
を
間
違
い
な
く
仕
分
け
し
、
各
受
配
先
ま

で
届
け
る
。そ
の
仕
事
量
や
当
時
の
運
送
事
情
な
ど
を
想
像
す
る
と
、

こ
の
程
度
の
日
数
を
要
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
ソ
ワ
ソ
ワ
」
し
て
待

ち
焦
が
れ
た
初
め
て
の
ラ
ラ
物
資
到
着
は
、
決
定
通
知
書
の
日
付
か

ら
一
〇
日
ほ
ど
後
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
神
奈
川
県
は
全
国
的
に
見
て
、
受
配
先
そ
し
て
実
際
の

受
給
者
ま
で
も
っ
と
も
早
く
届
い
た
県
で
あ
っ
た
、
控
え
目
に
み
て

も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
理
由
は
何
よ
り
、
ラ

ラ
物
資
の
到
着
港
が
横
浜
に
限
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
他
都
道
府
県

の
場
合
、
厚
生
省
に
よ
り
横
浜
か
ら
発
送
さ
れ
た
物
資
が
各
指
定
駅

又
は
指
定
倉
庫
に
到
着
す
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
神
奈
川
県
に
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
。

県
で
は
、
知
事
に
よ
る
品
目
・
数
量
確
認
が
済
む
と
、
物
資
の
保
管

や
仕
分
け
お
よ
び
受
配
施
設
・
団
体
へ
の
輸
送
の
代
行
を
三
井
物
産

横
浜
支
店
（
一
九
四
七
年
七
月
の
三
井
物
産
解
体
後
、
同
支
店
は
日

興
物
産
株
式
会
社
と
な
る
）
に
委
託
し
た
。
こ
の
処
置
に
よ
り
、
陸
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揚
げ
後
の
物
資
を
保
管
す
る
倉
庫
か
ら
受
配
先
に
直
接
届
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
先
の
乳
児
保
護
協
会
宛
初
め
て
の
ラ
ラ
物
資
四
品
は
、

同
店
が
配
達
し
た
。
配
達
品
四
種
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
、
規
格
、
寸
法
、

個
数
お
よ
び
重
量
を
明
記
し
た
「
ラ
ラ
救
済
（
マ
マ
）物
資
出
荷
案
内
書
」（
一

九
四
六
年
一
二
月
一
四
日
付
）
と
と
も
に
、
保
管
場
所
「
弊
生
糸
倉

庫
」か
ら
の「
持
込
渡
」で
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
⑼
。
こ
の
後
も
、

同
店
（
同
社
）
は
「
一
回
の
事
故
も
な
く
、
そ
の
業
務
を
遂
行
し
得

た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
⑽
。

　

ま
た
、
こ
の
通
知
書
に
は
ラ
ラ
物
資
の
贈
り
主
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
一
三
社

会
事
業
団
体
の
人
々
お
よ
び
在
米
日
系
人
（「
在
米
同
胞
」）
が
贈
り

主
で
あ
る
と
、
簡
単
な
が
ら
明
記
し
て
受
配
関
係
者
に
知
ら
せ
て
い

る
。
明
記
し
た
第
一
義
は
、
ラ
ラ
の
主
旨
か
ら
す
る
厳
密
な
取
り
扱

い
（
通
知
書
の
一
か
ら
五
ま
で
）
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
れ
と
し
て
も
、す
で
に
情
報
を
得
て
い
た
人
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

通
知
の
標
題
に
「
ラ
ラ
」
と
「
Ｌ
ａ
Ｒ
ａ
」
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る

点
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ラ
ラ
に
つ
い
て
十
分
知
る
人
は
ま
だ
少
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
一
九
四
七
年
四
月
こ
ろ
以
降
に
な
る
と
、

配
給
通
知
に
こ
の
説
明
は
記
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
寄
贈

者
と
し
て
の
日
系
人
に
つ
い
て
は
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

て
、
現
在
で
は
、
日
本
に
贈
ら
れ
た
ラ
ラ
物
資
の
二
〇
％
は
ア
メ
リ

カ
と
カ
ナ
ダ
だ
け
で
な
く
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
に
住
む

日
系
人
が
集
め
た
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
、
定
着
し
て
い
る
⑾
。

　
　
　
　

神
奈
川
県
受
領
ラ
ラ
物
資
の
規
模
と
内
容

　

ラ
ラ
物
資
の
日
本
政
府
に
よ
る
受
け
入
れ
が
終
了
す
る
の
は
、
一

九
五
二
年
六
月
で
あ
っ
た
。
開
始
時
か
ら
一
貫
し
て
、
ラ
ラ
に
よ
る

救
援
は
文
字
ど
お
り
の
物
資
す
な
わ
ち
多
種
多
様
な
品
物
お
よ
び
動

物
（
山
羊
二
、〇
三
六
頭
、
乳
牛
四
五
頭
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ

が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で
あ
っ
た
の
か
、
簡
単
か
つ
正
確
に
言
い
表
す

こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
ラ
ラ
に
よ
る
救
援
終
了
に
あ
た
り
、
主
管

の
厚
生
省
は
、
初
回
受
け
入
れ
一
九
四
六
年
一
一
月
か
ら
終
了
直
前

一
九
五
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
分
と
し
て
、
総
重
量
「
一
六
、七

〇
四
屯
」、
金
額
は
当
時
の
邦
貨
換
算
で
「
四
百
億
円
を
遥
か
に
越
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え
て
い
る
」
と
い
う
数
字
で
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
給
者
の
人

数
に
つ
い
て
は
、
同
日
ま
で
の
「
実
人
員
数
は
千
四
百
万
人
（
日
本

総
人
口
の
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
）」
と
ま
と
め
た
の
で
あ
っ
た
⑿
。

政
府
と
し
て
の
物
資
受
け
入
れ
終
了
に
あ
た
り
、
六
月
二
一
日
に
日

比
谷
公
会
堂
で
、
全
国
各
地
か
ら
関
係
者
が
集
ま
っ
て
「
ラ
ラ
国
民

感
謝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
先
の
数
字
は
そ
の
際
に
厚
生
省
が

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
神
奈
川
県
が
受
領
し
た
ラ
ラ
物
資
の
規
模
は
ど
の
く

ら
い
で
あ
ろ
う
か
。「
ラ
ラ
国
民
感
謝
大
会
」
の
四
か
月
後
、
一
〇

月
二
八
日
に
神
奈
川
県
で
も
県
社
会
福
祉
会
館
を
会
場
に
「
ラ
ラ
感

謝
会
」
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
様
子
を
報
じ
た
新
聞
記
事
中
に
「
県
下

だ
け
で
も
八
百
ト
ン
、
価
格
に
し
て
約
十
八
億
円
の
生
活
必
需
品
が

海
を
越
え
て
贈
ら
れ
て
き
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、

お
そ
ら
く
県
民
生
部
に
よ
る
集
計
値
を
根
拠
に
し
た
記
述
で
、
当
時

の
人
々
が
神
奈
川
県
に
も
た
ら
さ
れ
た
ラ
ラ
物
資
の
規
模
と
し
て
共

有
し
た
認
識
で
あ
っ
た
⒀
。
こ
の
数
字
に
依
る
と
、
確
か
に
神
奈
川

県
は
、
当
時
の
全
国
に
占
め
る
県
人
口
に
比
べ
て
よ
り
多
量
の
物
資

を
受
領
し
た
⒁
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
県
民
生
部
が
「
神
奈
川

県
は
特
に
そ
れ
（
ラ
ラ
物
資
―
引
用
者
）
が
取
扱
に
つ
い
て
は
、
全

国
へ
の
模
範
的
な
実
績
を
示
し
た
と
い
う
関
係
も
あ
つ
て
、
受
配
の

比
率
は
著
し
く
高
く
」
な
っ
た
と
述
べ
た
こ
と
が
手
掛
か
り
に
な
る

か
と
思
わ
れ
る
が
⒂
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
以
上
は
不
詳
で
あ
る
。

　

神
奈
川
県
に
お
け
る
ラ
ラ
物
資
の
具
体
的
内
容
を
知
ろ
う
と
す
る

と
、
表
１
に
見
る
二
つ
の
総
計
値
に
出
会
う
。
一
つ
は
、
表
中
の「
厚

生
省
集
計
・
配
分
」
欄
に
掲
げ
た
数
値
で
、
厚
生
省
が
「
都
道
府
県

別
、
品
目
別
、
配
分
一
覧
表
」
中
に
「
神
奈
川
」
総
計
と
し
て
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
県
民
生
部
集
計
・
受
領
」
欄
に

掲
げ
た
数
値
で
、
神
奈
川
県
民
生
部
が
「
神
奈
川
県
ラ
ラ
救
援
物
資

（
配
分
対
象
別
）受
領
状
況
総
計
表
」と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
⒃
。

こ
れ
ら
二
つ
の
数
値
は
一
部
品
目
に
つ
い
て
不
一
致
で
、
概
し
て
言

う
な
ら
厚
生
省
集
計
に
よ
る
配
分
の
数
値
よ
り
、
県
民
生
部
集
計
に

よ
る
受
領
の
方
が
小
さ
い
。
ま
た
、
同
表
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、

受
給
者
数
に
つ
い
て
も
厚
生
省
五
二
万
三
、二
四
四
人
に
対
し
て
、

県
民
生
部
集
計
値
二
九
万
五
、七
五
六
人
の
方
が
小
さ
い
。
こ
の
差
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は
何
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
配
給
以
上
に
ラ
ラ
物
資
の
場
合

は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
政
府
か
ら
県
へ
の
配
分
お
よ
び
県
か
ら

受
配
施
設
・
団
体
へ
の
配
給
さ
ら
に
受
給
者
に
至
る
ま
で
、
厳
密
な

管
理
の
仕
組
み
の
も
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
物
品
・
動
物
は
途

中
で
の
損
耗
を
免
れ
得
な
い
な
ど
と
推
察
す
る
余
地
は
あ
る
。
し
か

し
、
受
給
者
数
の
差
に
つ
い
て
の
問
題
は
残
る
が
、
現
時
点
で
は
、

こ
の
差
の
主
な
理
由
は
「
学
校
児
童
」
へ
の
配
分
（
主
に
小
学
校
給

食
用
）
を
含
む
か
否
か
に
あ
る
と
推
定
し
て
お
く
⒄
。
こ
の
推
定
を

妥
当
と
す
れ
ば
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
小
学
校
給
食
に
充
て
ら
れ
た

ラ
ラ
物
資
は
、
厚
生
省
集
計
の
食
糧
か
ら
県
民
生
部
集
計
の
食
糧
を

引
い
た
約
四
八
万
ポ
ン
ド
（
約
二
一
八
ト
ン
）⒅
、
給
食
受
給
者
数

は
同
様
に
、
厚
生
省
集
計
か
ら
県
民
生
部
集
計
を
差
し
引
い
た
二
二

万
七
千
余
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
計
算
に
な
る
⒆
。
こ
の
小
学
校
給
食
分

を
加
え
る
と
、
先
述
の
「
八
百
ト
ン
」
は
約
一
、〇
〇
〇
余
ト
ン
に

な
り
、「
約
十
八
億
円
」
も
ど
れ
ほ
ど
か
上
方
修
正
が
必
要
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
集
計
に
よ
り
、

神
奈
川
県
の
受
領
物
資
は
、
小
学
校
用
給
食
も
含
め
て
、
食
糧
、
衣

表１　神奈川県品目別ララ物資配分・受領総計

品　　　目 単　　位 厚生省集計・配分
含「学校児童」

県民生部集計・受領
不含「学校児童」

食 糧 lbs（ポンド） 1,843,998.23 1,361,090
B/S（梱） ― 320

衣 料
p’cs（点） 190,475 190,475
B/S（梱） 741 151
yds（ヤード） 4,200 4,200

原 反
yds（ヤード） 8,517.4 6,856
p’cs（点） 12,824 12,824
B/S（梱） 5 5

靴 p’rs（足） 15,329 12,111
石 け ん lbs（ポンド） 15,322 14,726
原 綿 貫 2,650 2,650

薬 品
tab（錠） 518,318 495,318
lbs（ポンド） 888 888
匁 625 625

そ の 他

p’cs（点） 24,462 24,462
lbs（ポンド） 266 ―
p’kgs（包） 3 ―
yds（ヤード） 70 70
D/M（ドラム） 1 ―
B/S（梱） 38 38
set（組） 85 85
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料
、
原
反
、
靴
、
石
け
ん
、
原
綿
、
薬
品
お
よ
び
そ
の
他
す
べ
て
に

わ
た
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。

　
「
県
民
生
部
集
計
・
受
領
」物
資
は
ど
の
地
域
へ
ど
の
よ
う
な
施
設
・

団
体
を
介
し
て
県
内
受
給
者
に
届
け
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
一
覧
に

し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
ラ
ラ
物
資
の
受
配
施
設
・
団
体
と
し
て
活

動
し
た
三
〇
八
に
つ
い
て
、
所
在
地
を
配
分
終
了
当
時
の
郡
市
別
で

み
る
と
、県
内
八
市
七
郡
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
う
ち
、
特
徴
的
な
市
と
郡
に
注
目
し
て
、
少
し
ば
か
り
見
て
お

こ
う
。

　

総
数
の
四
分
の
三
弱
が
市
部
に
あ
り
、
八
市
中
で
は
、
横
浜
市
に

一
一
八
（
全
県
の
三
八
・
三
％
）
と
特
に
多
い
。
数
も
多
い
が
、
施

設
・
団
体
の
事
業
種
の
多
い
点
が
同
市
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
保
育

所
お
よ
び
乳
児
・
幼
児
対
象
施
設
ば
か
り
で
な
く
大
学
や
病
院
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
受
配
活
動
を
行
っ
た
。
一
九
五
〇
年
国
勢
調
査

で
み
る
と
、
県
人
口
の
三
八
・
四
％
が
集
ま
っ
て
い
た
同
市
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
必
需
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
種
の
施
設
・
団
体
が
対

応
し
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
横
須
賀
市
の
四

　　　　　 　　　　　　　　　　 　表２　神奈川県郡市別ララ救援物資受配施設・団体一覧

事　業　種　別 市　　　部 郡　　　部 計横浜 横須賀 川崎 平塚 鎌倉 藤沢 小田原 茅ヶ崎 小計 三浦 高座 中 足柄上 足柄下 愛甲 津久井 小計
 ミルクステーション 7  3  1  – ― ― 1  ― 12  ― ― ― ― ― ― ― ― 12 
 乳児収容施設 5  1  1  ― 1  1  ― ― 9  ― ― 1  ― ― ― ― 1 10 
 児童収容施設 13  1  1  ― 1  3  ― 1  20  3  2  4  ― 4  ― ― 13 33 
 結核施療病院 3  1  1  ― 1  ― ― 1  7  ― ― ― ― ― ― ― ― 7 
 老人収容施設 5  2  ― ― ― 1  ― ― 8 ― ― ― ― 1  ― ― 1 9 
 婦人保護施設 3  ― 1  ― ― ― ― ― 4  ― ― ― ― ― ― ― ― 4 
 盲ろうあ児施設 1  ― ― 2  ― ― ― ― 3 ― ― ― ― ― ― ― ― 3 
 国立病院 1  2  ― ― ― ― ― ― 3 ― 1  ― ― ― ― ― 1 4 
 国立療養所 2  ― ― ― ― ― 1  ― 3 ― ― 1  ― ― ― ― 1  4 
 保育所 21  14  4  3  1  ― 4  1  48  4  4  ― ― 1  1  ― 10 58 
 母子寮  9  2  ― 1  ― 2  ― ― 14 ― ― ― ― ― ― ― ― 14 
 保健所 10  1  2  1  1  1  1  ― 17 1  ― ― 1  ― 1  1  4 21 
 病院 4  2  2  ― ― ― ― 1  9 ― ― 1  1  ― ― ― 2 11 
 クローズイングステーション 3  2  ― 1  1  ― 1  ― 8  ― ― ― ― ― ― ― ― 8 
 開拓団 5  4  1  ― ― 1  2  1  14 ― 27  1  4  1  3  ― 36  50 
 大学高専 9  2  3  ― ― 2  ― ― 16 ― 2  ― ― ― ― ― 2  18 
 大学高専寄宿舎 3  ― ― ― ― ― ― ― 3  ― ― ― ― ― ― ― ― 3 
 夜間高校 14  3  5  1  ― 2  2  1  28 1  1  2  1  1  3  2  11 39 

計 118  40  22  9  6  13  12  6  226  9  37  10  7  8  8  3  82  308 
38.3% 13.0% 7.1% 2.9% 1.9% 4.2% 3.9% 1.9% 73.4% 2.9% 12.0% 3.2% 2.3% 2.6% 2.6% 1.0% 26.6% 100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県民生部編・刊『ララ記念のしおり』(1953年）より作成、　　　　　　　　　事業種名称は出典における表記をそのまま用いた。
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〇
（
一
三
・
〇
％
）
で
あ
る
。
四
〇
の
う
ち
一
四
が
保
育
所
で
、
こ

れ
は
他
市
に
は
見
ら
れ
な
い
同
市
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
一

九
五
〇
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
県
人
口
に
占
め
る
比
率
で
、
横
須
賀

市
（
一
〇
・
一
％
）
よ
り
高
い
川
崎
市
（
一
二
・
八
％
）
に
お
い
て
、

受
配
施
設
・
団
体
数
が
二
二
と
横
須
賀
市
よ
り
大
幅
に
少
な
い
こ
と

は
目
を
惹
く
。
戦
前
か
ら
重
化
学
工
業
を
主
に
発
展
し
、
一
九
四
五

年
四
月
一
五
日
に
は
大
空
襲
を
受
け
た
同
市
に
お
け
る
ラ
ラ
物
資
受

配
・
受
給
の
実
際
を
知
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
今
回
は
指
摘
の

み
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

七
郡
中
で
は
、
高
座
郡
が
受
配
施
設
・
団
体
数
三
七（
一
二
・
〇
％
）

で
他
六
郡
か
ら
飛
び
抜
け
て
多
い
。
同
郡
の
県
人
口
に
占
め
る
比
率

は
六
・
二
％
で
、
横
須
賀
市
の
六
割
ほ
ど
で
あ
る
が
、
受
配
施
設
・

団
体
数
は
横
須
賀
市
に
迫
る
ほ
ど
で
あ
る
。
同
郡
の
受
配
施
設
・
団

体
を
見
る
と
、横
須
賀
市
と
は
異
な
っ
て
大
部
分
が
開
拓
団
で
あ
る
。

同
郡
北
部
の
相
模
原
台
地
に
は
戦
後
入
植
し
た
開
拓
団
の
多
か
っ
た

事
情
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

二
市
一
郡
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
見
た
限
り
で
も
、
神
奈
川
県
内

　　　　　 　　　　　　　　　　 　表２　神奈川県郡市別ララ救援物資受配施設・団体一覧

事　業　種　別 市　　　部 郡　　　部 計横浜 横須賀 川崎 平塚 鎌倉 藤沢 小田原 茅ヶ崎 小計 三浦 高座 中 足柄上 足柄下 愛甲 津久井 小計
 ミルクステーション 7  3  1  – ― ― 1  ― 12  ― ― ― ― ― ― ― ― 12 
 乳児収容施設 5  1  1  ― 1  1  ― ― 9  ― ― 1  ― ― ― ― 1 10 
 児童収容施設 13  1  1  ― 1  3  ― 1  20  3  2  4  ― 4  ― ― 13 33 
 結核施療病院 3  1  1  ― 1  ― ― 1  7  ― ― ― ― ― ― ― ― 7 
 老人収容施設 5  2  ― ― ― 1  ― ― 8 ― ― ― ― 1  ― ― 1 9 
 婦人保護施設 3  ― 1  ― ― ― ― ― 4  ― ― ― ― ― ― ― ― 4 
 盲ろうあ児施設 1  ― ― 2  ― ― ― ― 3 ― ― ― ― ― ― ― ― 3 
 国立病院 1  2  ― ― ― ― ― ― 3 ― 1  ― ― ― ― ― 1 4 
 国立療養所 2  ― ― ― ― ― 1  ― 3 ― ― 1  ― ― ― ― 1  4 
 保育所 21  14  4  3  1  ― 4  1  48  4  4  ― ― 1  1  ― 10 58 
 母子寮  9  2  ― 1  ― 2  ― ― 14 ― ― ― ― ― ― ― ― 14 
 保健所 10  1  2  1  1  1  1  ― 17 1  ― ― 1  ― 1  1  4 21 
 病院 4  2  2  ― ― ― ― 1  9 ― ― 1  1  ― ― ― 2 11 
 クローズイングステーション 3  2  ― 1  1  ― 1  ― 8  ― ― ― ― ― ― ― ― 8 
 開拓団 5  4  1  ― ― 1  2  1  14 ― 27  1  4  1  3  ― 36  50 
 大学高専 9  2  3  ― ― 2  ― ― 16 ― 2  ― ― ― ― ― 2  18 
 大学高専寄宿舎 3  ― ― ― ― ― ― ― 3  ― ― ― ― ― ― ― ― 3 
 夜間高校 14  3  5  1  ― 2  2  1  28 1  1  2  1  1  3  2  11 39 

計 118  40  22  9  6  13  12  6  226  9  37  10  7  8  8  3  82  308 
38.3% 13.0% 7.1% 2.9% 1.9% 4.2% 3.9% 1.9% 73.4% 2.9% 12.0% 3.2% 2.3% 2.6% 2.6% 1.0% 26.6% 100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県民生部編・刊『ララ記念のしおり』(1953年）より作成、　　　　　　　　　事業種名称は出典における表記をそのまま用いた。
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と
い
え
ど
も
諸
郡
市
の
事
情
が
異
な
れ
ば
受
給
の
実
際
も
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
神
奈
川
県
は
全
国
の
多
様
な
状

況
を
示
す
縮
図
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。県
内
地
域
に
即
し
て
、

そ
の
実
際
を
見
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
⒇
。

　
　
　
　

結
び
に
代
え
て
―
地
域
で
の
事
例

　

最
後
に
、
小
稿
の
初
め
に
掲
げ
た
史
料
の
神
奈
川
県
乳
児
保
護
協

会
に
戻
り
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
て
結
び
に

代
え
る
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
戦
後
間
も
な
く
焼
け
残
っ
た
大
岡
相
談
所

を
拠
点
に
活
動
を
再
開
し
た
同
協
会
が
直
面
し
た
の
は
、
母
乳
不
足

乳
児
の
た
め
の
牛
乳
の
入
手
困
難
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。「
戦
災

に
よ
っ
て
神
奈
川
県
下
の
牧
場
の
多
く
は
潰
滅
的
打
撃
を
蒙
り
し
許

り
で
無
く
、
終
戦
后
は
乳
牛
の
密
殺
が
行
は
れ
ま
し
た
た
め
、
牛
乳

の
入
手
は
事
実
上
殆
ん
ど
不
可
能
と
な
り
、
偶
々
之
を
入
手
し
得
る

と
し
て
も
水
の
割
ら
れ
た
る
も
の
を
不
当
に
高
価
な
代
金
を
以
て
購

は
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
り
ま
し
た
。
殊
に
当
協
会
は
、
従
来
主
と
し

て
生
活
困
窮
者
乳
幼
児
の
保
護
に
重
点
を
置
い
て
牛
乳
を
配
給
し
来

れ
る
関
係
上
、
彼
等
の
苦
し
み
に
加
へ
人
工
栄
養
児
は
日
を
追
っ
て

増
加
し
、
牛
乳
を
求
め
る
母
親
の
苦
心
、
乳
不
足
の
た
め
泣
く
乳
幼

児
の
発
育
不
良
な
る
有
様
を
目
撃
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

あ
っ
た
と
い
う
�
。
そ
の
た
め
同
協
会
は
、
一
九
四
六
年
三
月
に
第

二
大
岡
相
談
所
内
に
ミ
ル
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
、
母
乳
不
足
乳

児
を
対
象
に
ミ
ル
ク
な
ど
を
給
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
、
ラ
ラ
物
資
の
配
給
が
始
ま
る
。
そ
の
配
分

は
、
継
続
的
配
分
と
臨
時
特
別
配
分
と
の
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
継
続
的
配
分
は
、
三
～
四
か
月
ご
と
の
定
時
配
分
で
あ
る

が
、
主
に
社
会
事
業
施
設
入
所
者
に
対
す
る
配
分
で
あ
っ
た
。
施
設

入
所
者
に
は
、
ラ
ラ
寄
贈
の
山
羊
八
頭
を
飼
育
し
繁
殖
さ
せ
て
「
搾

乳
致
し
ま
し
た
山
羊
乳
に
よ
り
母
子
寮
の
乳
幼
児
は
、
充
分
な
る
お

乳
に
恵
ま
れ
、
い
づ
れ
も
丸
々
と
丈
夫
に
育
っ
て
お
り
、
母
子
寮
の

青
年
部
の
子
供
達
も
自
分
の
友
達
の
や
う
に
専
門
飼
育
者
と
共
に
可

愛
っ
て
育
て
ゝ
居
り
ま
す
」
と
い
う
状
況
の
改
善
が
あ
っ
た
�
。
こ

の
よ
う
な
改
善
を
よ
り
地
域
に
広
げ
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
で
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あ
っ
た
。
入
所

者
以
外
と
く
に

母
乳
不
足
の
一

般
児
を
対
象
に

ミ
ル
ク
、砂
糖
、

乳
児
食
そ
の
他

を
配
給
す
る
た

め
、
先
の
ミ
ル

ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
向
け
ラ
ラ
物

資
配
分
実
施
の

態
勢
づ
く
り
が

検
討
さ
れ
る
。

同
協
会
は
じ
め

関
係
諸
施
設
と
厚
生
省
お
よ
び
県
係
官
と
の
相
談
の
う
え
、
一
九
四

八
年
八
月
に
「
ラ
ラ
ミ
ル
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
実
現
す
る
�
。
県

も
ラ
ラ
物
資
配
分
終
了
に
あ
た
り
、「
本
県
に
お
い
て
は
、
特
に
こ

の
事
業
の
円
滑
な
る
運
営
を
図
る
た
め
、
神
奈
川
県
ラ
ラ
ミ
ル
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
委
員
会
が
お
か
れ
、毎
月
定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
使
命
の
完
全
遂
行
に
努
力
し
た
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
�
。

　

以
上
、
ラ
ラ
物
資
に
関
す
る
神
奈
川
県
の
概
要
に
つ
い
て
整
理
し

て
み
た
。
し
か
し
、
神
奈
川
県
内
に
残
さ
れ
た
ラ
ラ
物
資
に
関
す
る

史
料
の
ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
、
地
域
に

お
い
て
展
開
さ
れ
た
ラ
ラ
物
資
を
め
ぐ
る
活
動
諸
事
例
を
少
し
ず
つ

明
ら
か
に
し
て
こ
そ
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
ラ
ラ
物
資
が
も
っ
た
意

味
、
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
注
】

⑴ 　

も
う
少
し
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
ラ
ラ
物
資
の
は
な
し
」（
和
光

大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
『
東
西
南
北 2007

』
二
〇
〇
七
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑵ 　
『
自
昭
和
二
十
二
年
度
至
昭
和
二
十
三
年
度
ラ
ラ
救
援
物
資
関

係
書
綴
』
財
団
法
人
神
奈
川
県
乳
児
保
護
協
会
。

写真２　ララの山羊舎の子供たち
『ララ救援物資写真帖』（神奈川県立図書館所蔵）より
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⑶ 　

黒
川
フ
ジ
「
趣
意
書
」『
一
般
物
資
配
給
関
係
書
類
』[

財
団
法

人
神
奈
川
県
乳
児
保
護
協
会]

、
江
刺
昭
子
・
史
の
会
『
時
代
を

拓
い
た
女
た
ち　

か
な
が
わ
の
131
人
』
神
奈
川
新
聞
社
、
二
〇
〇

五
年
、
一
一
八
～
一
一
九
頁
。

⑷　

前
掲
⑶
『
一
般
物
資
配
給
関
係
書
類
』。

⑸　
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
。

⑹ 　

平
野
恒
子
『
児
童
福
祉
と
わ
が
人
生
』
神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化

事
業
団
、
一
九
八
二
年
、
一
一
八
頁
。

⑺ 　

前
掲
⑵
『
自
昭
和
二
十
二
年
度
至
昭
和
二
十
三
年
度
ラ
ラ
救
援

物
資
関
係
書
綴
』。

⑻ 　

前
掲
⑹
『
児
童
福
祉
と
わ
が
人
生
』
一
一
七
～
一
一
八
頁
。
た

だ
、
本
書
に
は
ラ
ラ
物
資
の
届
い
た
の
は
「
終
戦
の
年
」
と
あ
る

が
、
翌
一
九
四
六
年
の
記
憶
違
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
書

と
は
別
に
、
厚
生
省
編
・
刊
『
ラ
ラ
記
念
誌
』
一
九
五
二
年
、
一

三
四
～
一
四
一
頁
に
横
浜
の
乳
児
施
設
が
モ
デ
ル
と
推
測
さ
れ
る

ラ
ラ
物
資
初
め
て
の
受
配
日
に
ち
な
む
「
物
語
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

⑼ 　

前
掲
⑵
『
自
昭
和
二
十
二
年
度
至
昭
和
二
十
三
年
度
ラ
ラ
救
援

物
資
関
係
書
綴
』。

⑽ 　

神
奈
川
県
民
生
部
編
・
刊
『
ラ
ラ
記
念
の
し
お
り
』
一
九
五
三

年
、
二
〇
～
二
一
頁
。

⑾ 　

飯
野
正
子
「『
ラ
ラ
』
―
救
援
物
資
と
北
米
の
日
系
人
」（
レ
イ

ン
・
リ
ョ
ウ
・
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
他
編
『
日
系
人
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
〇
～
一
三
五
頁
）
よ

り
。
ま
た
、
水
野
剛
也
「
在
ア
メ
リ
カ
日
本
語
新
聞
と
『
ラ
ラ
』」

（
海
外
移
住
資
料
館
編
・
刊『
研
究
紀
要
』第
３
号
、
二
〇
〇
九
年
）、

前
掲
⑻
『
ラ
ラ
記
念
誌
』
二
五
～
三
二
頁
な
ど
参
照
。

⑿　

厚
生
省
編
・
刊
『
ラ
ラ
の
成
果
』
一
九
五
二
年
、
三
～
四
頁
。

⒀ 　
『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
五
二
年
一
〇
月
二
九
日
、
前
掲
⑽
『
ラ

ラ
記
念
の
し
お
り
』
二
二
頁
に
は
、「
全
期
間
を
通
じ
て
、
時
価

約
十
八
億
円
の
物
資
」
と
あ
る
。

⒁ 　

一
九
五
〇
年
国
勢
調
査
総
人
口
に
占
め
る
神
奈
川
県
の
比
率

三
・
〇
％
に
対
し
、
ラ
ラ
物
資
総
重
量
に
占
め
る
県
受
領
総
重
量

の
比
率
四
・
八
％
、
物
資
総
価
額
に
占
め
る
県
受
領
総
価
額
の
比
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率
四
・
五
％
で
あ
る
。

⒂ 　

神
奈
川
県
編
・
刊
『
神
奈
川
の
社
会
事
業
』
一
九
五
三
年
、
二

三
三
頁
。

⒃ 　

厚
生
省
集
計
値
は
前
掲
⑻
『
ラ
ラ
記
念
誌
』
八
四
～
八
五
頁
、

県
民
生
部
集
計
値
は
前
掲
⑽
『
ラ
ラ
記
念
の
し
お
り
』
二
四
～
二

五
頁
よ
り
。

⒄ 　

こ
の
推
定
の
根
拠
は
、
厚
生
省
集
計
の
「
対
象
別
、
品
目
別
、

配
分
一
覧
表
」
で
は
そ
の
対
象
欄
に
「
学
校
児
童
」
が
含
ま
れ
る

の
に
対
し
、
県
民
生
部
集
計
の
「
神
奈
川
県
ラ
ラ
救
援
物
資
（
配

分
対
象
別
）
受
領
状
況
総
計
表
」
に
は
「
学
校
児
童
」
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
⑻
『
ラ
ラ
記
念
誌
』
八
八
～
九
一

頁
、
前
掲
⑽
『
ラ
ラ
記
念
の
し
お
り
』
二
四
～
二
五
頁
参
照
。

⒅ 　

県
民
生
部
集
計
食
糧
の
う
ち
の
三
二
〇
Ｂ
／
Ｓ
（
梱
）
は
、「
一

般
生
活
困
窮
者
」
に
配
分
さ
れ
た
。
前
掲
⒄
の
「
神
奈
川
県
ラ
ラ

救
援
物
資
（
配
分
対
象
別
）
受
領
状
況
総
計
表
」
を
参
照
。

⒆ 　

ラ
ラ
物
資
と
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
総
務
局
市
史
編

集
室
編
『
横
浜
市
史　

Ⅱ
』
第
二
巻
（
下
）、
横
浜
市
、
二
〇
〇

〇
年
、
六
〇
七
～
六
一
一
頁
を
参
照
。

⒇ 　

小
田
原
市
編
・
刊
『
小
田
原
市
史　

史
料
編　

現
代
』（
一
九

九
七
年
）に
は
、
ラ
ラ
物
資
に
関
す
る
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
横
浜
市
ラ
ラ
物
資
取
扱
細
則
」（
山
室
宗
作
家
文
書
五
五

二
〇
―
二
一
）
は
、
市
に
よ
る
活
動
に
関
わ
る
史
料
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

�　

前
掲
⑶
黒
川
フ
ジ
「
趣
意
書
」
よ
り
。
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。

� 　
『
自
昭
和
二
十
三
年
度
至
昭
和
二
十
七
年
度　

ラ
ラ
ミ
ル
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
報
告
書
綴
』
財
団
法
人
神
奈
川
県
乳
児
保
護
協
会
よ

り
。
こ
の
引
用
文
は
、
筆
者
が
原
史
料
文
か
ら
一
部
を
省
略
、
短

縮
し
た
も
の
で
あ
る
。

� 　
『
ラ
ラ
ミ
ル
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
書
』
財
団
法
人
神
奈
川
県

乳
児
保
護
協
会
。

�　

前
掲
⑽
『
ラ
ラ
記
念
の
し
お
り
』
二
一
～
二
二
頁
。

　

小
稿
に
使
用
し
た
史
料
の
閲
覧
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
横
浜
市
史

資
料
室
、神
奈
川
県
立
図
書
館
の
ご
協
力
を
得
た
。
感
謝
を
表
す
る
。




